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◆和歌山県内の専門研修プログラム申請状況

No. 基幹施設名 申請プログラム数 プログラム基本領域名

１ 和歌山県立医科大学附属病院
（総合診療は紀北分院） 18 臨床検査を除く18基本領域

２ 日赤和歌山医療センター 8 内科、小児科、外科、整形外科、産婦人科、放射線科、
麻酔科、救急科

３ 和歌山生協病院 1 総合診療

４ 県立こころの医療センター 1 精神科

５ 南和歌山医療センター 1 総合診療（新設）

合計（基幹施設 ５施設） 29

◆診療科別の令和３年度専攻医募集定員

※内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦人科、麻酔科及び救急科については、複数の基幹施設を必置

県内の専門研修プログラムの状況

4
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■ 基本領域別・医療圏別の研修施設数 （単位：施設）

有田

御坊

田辺

新宮

和歌山
那賀 橋本

19領域
（27施設）

※医療圏内で研修可能な
基本領域数及び研修施設数

5

県内の研修施設の分布

15領域
（4施設）

16領域
（5施設）

7領域
（3施設）

13領域
（3施設）

16領域
（10施設）

14領域
（6施設） 5

和歌山 那賀 橋本 有田 御坊 田辺 新宮

1 内科 13 1 4 2 3 8 4 35

2 小児科 5 1 1 2 1 2 12

3 皮膚科 7 1 2 1 1 3 3 18

4 精神科 6 1 1 1 1 1 11

5 外科 4 1 1 2 2 3 2 15

6 整形外科 8 1 2 2 1 4 2 20

7 産婦人科 5 1 1 1 1 2 11

8 眼科 4 1 1 1 7

9 耳鼻咽喉科 2 1 1 4

10 泌尿器科 5 1 1 1 1 1 1 11

11 脳神経外科 5 1 2 1 1 1 11

12 放射線科 4 1 1 1 7

13 麻酔科 3 1 1 1 2 1 9

14 病理 4 1 1 2 8

15 臨床検査 1 1

16 救急科 3 1 1 1 3 1 10

17 形成外科 3 3

18 リハビリ科 9 2 1 1 1 1 15

19 総合診療 8 1 3 1 4 1 18

19領域 15領域 16領域 7領域 13領域 16領域 14領域研修可能領域数

医療圏名
合計基本領域No.

令和3年度募集



6（注１）◎：基幹施設 ○：連携・関連施設（県内プログラム） ●連携・関連施設（他府県プログラムのみ） （注２） ：新たに基幹施設等となった施設

県内の研修施設一覧 令和3年度募集
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

内科 小児科 皮膚科 精神科 外科
整形外
科
産婦人
科
眼科
耳鼻咽
喉科
泌尿器
科
脳神経
外科
放射線
科
麻酔科 病理

臨床検
査
救急科

形成外
科
リハビリ
科
総合診
療

和歌山県立医科大学附属病院 19 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎
日本赤十字社和歌山医療センター 17 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ○ ◎ ◎ ○ ◎ ● ○
済生会和歌山病院 4 ○ ○ ○ ○
橋本病院 1 ○
宮本病院 1 ○
田村病院 1 ○
和歌浦病院 1 ○
誠佑記念病院 1 ○
和歌山労災病院 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
琴の浦ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ附属病院 1 ○
中谷病院 1 ○
角谷整形外科病院 2 ○ ●
角谷リハビリテーション病院 1 ○
伏虎リハビリテーション病院 1 ○
和歌山生協病院 3 ● ○ ◎
中江病院 1 ○
向陽病院 2 ○ ○
愛徳医療福祉センター 3 ○ ○ ○
海南医療センター 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国保野上厚生総合病院 5 ○ ○ ○ ○ ○
紀美野町診療所（国吉・長谷毛原・真国・細野） 3 ○(4) ○(2) ○(2)
河西診療所 1 ○
うつのみやレディースクリニック 1 ○
和歌山南放射線科クリニック 1 ○
公立那賀病院 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
紀の川病院 1 ○
名手病院 1 ○
貴志川リハビリテーション病院 1 ○
橋本市民病院 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
県立医科大学附属病院紀北分院 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
紀和病院 1 ●
紀の郷病院 1 ●
高野山総合診療所 3 ○ ○ ○
県立こころの医療センター 1 ◎
有田市立病院 5 ○ ○ ○ ○ ○
済生会有田病院 4 ○ ○ ○ ○
国立病院機構 和歌山病院 4 ○ ○ ○ ○
ひだか病院 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北出病院 3 ● ● ○
国立病院機構 南和歌山医療センター 10 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ◎
紀南病院 13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
紀南こころの医療センター 1 ○
白浜はまゆう病院 4 ○ ● ○ ○
田辺中央病院 1 ●
国保すさみ病院 4 ○ ○ ○ ○
すさみ町診療所（大附・佐本・大鎌） 1 ○（3）
川添診療所（白浜町） 1 ○
新宮市立医療センター 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
那智勝浦町立温泉病院 3 ○ ○ ○
串本有田病院 1 ●
くしもと町立病院 6 ○ ● ○ ● ● ●
潮岬病院 1 ○
北山村診療所 2 ○ ○

35 12 18 11 15 20 11 7 4 11 11 7 9 8 1 10 3 15 18研修施設数
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定員 採用数 全国採用数 本県／全国構成率 定員 全国採用数 本県／全国構成率
1 内科 45 24 2,794 0.86% 45 23 (2) 26 〔5〕 2,923 0.89%
2 小児科 9 5 548 0.91% 9 1 565 0.18%
3 皮膚科 7 5 321 1.56% 8 1 304 0.33%
4 精神科 7 5 465 1.08% 7 3 517 0.58%
5 外科 14 2 826 0.24% 14 7 829 0.84%
6 整形外科 13 3 514 0.58% 10 9 (0) 9 〔1〕 671 1.34%
7 産婦人科 12 1 437 0.23% 12 3 476 0.63%
8 眼科 3 1 334 0.30% 5 4 344 1.16%
9 耳鼻咽喉科 4 3 282 1.06% 9 8 266 3.01%
10 泌尿器科 5 3 255 1.18% 5 5 323 1.55%
11 脳神経外科 3 2 252 0.79% 6 5 247 2.02%
12 放射線科 15 3 234 1.28% 15 3 247 1.21%
13 麻酔科 19 3 489 0.61% 12 1 455 0.22%
14 病理 1 0 118 0.00% 1 1 102 0.98%
15 臨床検査 ー ー 19 － ー ー 14 －
16 救急科 7 5 286 1.75% 8 5 279 1.79%
17 形成外科 1 1 193 0.52% 1 0 215 0.00%
18 リハビリ科 6 1 69 1.45% 6 6 83 7.23%
19 総合診療 4 0 179 0.00% 6 2 222 0.90%

175 67 8,615 0.78% 179 90 〔6〕 9,082 0.99%
※ 採用数については、日本専門医機構発表の数字
※ ()内はシーリング数のうち連携プログラムの数、〔〕内は採用数のうちシーリング対象外で採用となった地域枠医師等の数

令和元年度
No. 基本領域名

令和２年度
シーリング
数 採用数

県内の専門研修プログラムの採用実績
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項目 数値 項目 数値 増減
2016年医師数（仕事量） 1,104 2018年医師数（仕事量） 1,119 15
2016年必要医師数（勤務時間調整後） 1,019 2018年必要医師数（勤務時間調整後） 1,000 -19
2016年足下充足率（医師数／必要医師数） 1.08 2018年足下充足率（医師数／必要医師数） 1.12 0
2024年必要医師数（勤務時間補正後） 998 2024年必要医師数（勤務時間補正後） 988 -10
2024年の必要数を達成するための年間養成数 13 2024年の必要数を達成するための年間養成数 6 -7

2019年度専攻医採用数 24 2020年度専攻医採用数（地域枠採用除く） 21 -3
過去２年間専攻医採用数平均 24 過去３年間専攻医採用数平均 23 -1

8年間の ・減少分210人 ・増加分104人（13人×8年）
→ 1,104人ー210人＋104人＝998人（2024目標）

6年間の ・減少分167人 ・増加分36人（6人×6年）
→ 1,119人ー167人＋36人＝988人（2024目標）

23 23 ±0
21 20 -1
2 3 1

うち、都道府県限定分 0 うち、都道府県限定分 1 1
可能 可能 継続

シーリング数合計（通常＋連携）
シーリング数
連携プログラム数

地域枠医師等のシーリング枠外の採用

シーリング数合計（通常＋連携）
シーリング数
連携プログラム数

地域枠医師等のシーリング枠外の採用

専門研修募集定員シーリング（令和２年度と令和３年度の比較）
【2021年専攻医募集における基本的な考え方】 （R2.4.10 医道審議会医師専門研修部会）

• シーリング数の算定方法は、2020年度と同様の方法で実施する（シーリング数が5以下の診療科は対象外）
•診療科別必要医師数及び過去の採用数については、最新のものを使用する
•地域枠医師等については、引き続き、シーリングの対象外とする → ただし、算定の実績からは除く
• ブロック別に連携先を設定する制度の導入は、2021年度は見送り、原則2022年度募集より導入する

算
定
基
礎
デ
ー
タ

シ
ー
リ
ン
グ
関
連

［令和２年度募集］ ［令和３年度募集］
◆内科専門研修プログラムのシーリング

シーリング数の合計は変わらないが、通常枠が１減、連携枠が１増となり、実質、募集定員は１減
※連携枠は、シーリング対象外の県（近隣では、兵庫県、奈良県、三重県）で１年６ヶ月以上の期間研修

大幅に
減少
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うち都道府
県限定分

1 内科 1,119 1,000 1.12 988 6 対象 23 23 24 21 23 20 3 1 23 0

2 小児科 131 129 1.01 111 0 9 4 5 1 3 9

3 皮膚科 67 76 0.87 72 2 8 3 5 1 3 8

4 精神科 97 115 0.84 108 4 7 2 5 3 3 7

5 外科 ー ー ー ー ー 制度上対象外 14 6 2 7 5 13

6 整形外科 227 204 1.11 202 1 対象 9 9 3 8 7 9 0 0 9 0

7 産婦人科 ー ー ー ー ー 制度上対象外 12 4 1 3 3 12

8 眼科 113 112 1.01 108 2 5 4 1 4 3 5

9 耳鼻咽喉科 77 74 1.04 69 1 対象 9 0 3 8 4 8 0 0 8 -1

10 泌尿器科 65 70 0.92 68 2 5 2 3 5 3 5

11 脳神経外科 74 74 0.99 74 2 6 1 2 5 3 6

12 放射線科 67 60 1.11 57 0 対象 15 6 3 3 4 6 0 0 6 -9

13 麻酔科 72 86 0.83 82 3 12 1 3 1 2 12

14 病理 ー ー ー ー ー 制度上対象外 1 0 0 1 0 1

15 臨床検査 ー ー ー ー ー 制度上対象外 ー ー ー ー ー －

16 救急科 ー ー ー ー ー 制度上対象外 8 2 5 5 4 10

17 形成外科 17 33 0.52 32 3 1 2 1 0 1 2

18 リハビリ科 31 21 1.45 21 -1 対象 6 3 1 6 3 6 0 0 6 0

19 総合診療 ー ー ー ー ー 制度上対象外 6 0 0 2 1 6

（注）2020募集定員及び2020採用数は地域枠医師等を除いた数

2024 専攻医採用実績 2021年度募集定員

必要
医師数

必要年間
養成数

シーリング
対象 2020

募集定員
2018
採用数

2019
採用数

2020
採用数

3年平均
採用数 シーリング数

連携プログラ
ム数 合計 対2020

削減数
基本領域
診療科名

医師数
仕事量

必要
医師数

充足率
（A/B）

2018

新たなシーリング案による本県への影響について
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内科については、シーリング後の募集定員が過去の採用実績を下回る

地域で必要な医師を確保できなくなり、地域医療への影響が懸念される


